





















































































































































U ｡( t′)-Texp一言 I_tidt〝AHI(t〝,α ( t′))
′
-adJ i-Texp一昔 t∑ d t〝AHI( t〝,α( t"))
-｡d-lirnU (t′)






と書ける｡ AE(Eo,t′)は tニー-でEoであった固有状態が t- tでやは り固有状態にシフ トするが
ェネルギーがAE(E｡,t′)だけずれるがその大きさを表わしている｡それはEoの関数である｡E(t)
-Eo+dE(Eo,t′)とおくと, t′での平衡分布∂(HI(t′)-E(t′))を得る｡これで準備 を完了 し
てAB(t)に対する我々の公式を得る｡
Ae ( t)- ∑J:w d t′x i(t′);i( t′)1






CO 〟 〟 /. ,.,〟 /
Yij(t′)-i∫ dt〝(t〝-t′)Girl(t〝-t,α(t′))-(:X⊃




































東大･理 鈴 木 増 雄
§1. はじめに
自然現象は,多かれ少なかれ互に相互作用をしている多体系の協力現象である｡それを一般的に扱 う
方法が存在するだろうか｡もっとも簡単でよく用いられる方法は,平均場近似である｡しかし,臨界視
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